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2009 年度第１号 

2008 年 12 月 9 日 

地
域
を
巻
き
込
み 

政
権
交
代
へ
！ 

空知地本 

定期大会 

 

来賓あいさつ 

 

12
月
６
日
、
岩
見
沢
市
で
空
知
地
方
本
部
第
13

回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
08
運
動
方
針
の
総

括
、
09
運
動
方
針
、
地
方
財
政
確
立
に
向
け
た

当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
議
論
し
、
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
た
。 

執
行

委
員

長 

和

田

英

浩
（
砂
川
市
職
労
） 

副
執
行
委
員
長 

中

村

忠

裕
（
空
知
総
支
部
） 

 
 

〃 
 
 
 

吉

田

博

昭
（
深
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

浅

野

幹

昌
（
芦
別
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

青

木

康

男
（
滝
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

大

友 

誠
（
三
笠
市
職
労
） 

書

記

長 

岸 

真
紀
子
（
岩
見
沢
市
職
） 

書

記

次

長 

久

松

淳

一
（
南
幌
町
職
） 

執

行

委

員 

伊
藤
美
恵
子
（
深
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

厚

谷 

司
（
夕
張
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

板

垣

喬

博
（
砂
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

原

田

光

一
（
南
幌
町
職
） 

 
 

〃 
 
 
 

三

浦 

剛
（
沼
田
町
職
） 

 
 

〃 
 
 
 

渡

辺

一

敏
（
赤
平
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

前

田

綾

子
（
滝
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

選

出

中
（
女
性
部
枠
） 

 
 

〃 
 
 
 

選

出

中
（
青
年
部
枠
） 

特
別
執
行
委
員 

越

智

朱

美
（
砂
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

三

橋

真

樹
（
砂
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

立

蔵

賢

司
（
空
知
総
支
部
） 

 
 

〃 
 
 
 

運

上

琢

諭
（
滝
川
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

東
海
林
孝
行
（
北
竜
町
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

稲

村

久

男
（
砂
川
市
職
労
） 

会

計

監

査 

尾

藤

清

志
（
空
知
総
支
部
） 

 
 

〃 
 
 
 

高

橋

和

亨
（
歌
志
内
市
職
労
） 

 
 

〃 
 
 
 

藤

原

栄

一
（
月
形
町
職
労
） 

09
空
知
地
方
本
部 

執
行
体
制 

 

冒
頭
、
和
田
委
員
長
か
ら

「
夕
張
再
建
か
ら
財
政
問

題
を
重
点
と
し
て
き
た
。
①

今
後
の
自
治
労
運
動
は
労

働
組
合
側
が
財
政
分
析
を

し
、
政
策
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
、
②
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
運
動
の
展
開
、
こ
の

２
点
が
自
治
労
の
抱
え
て

い
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
必
要
と
な
っ
て
い

る
と
挨
拶
し
た
。 

 

質
疑
討
論
で
は
、
「
滝
川

市
の
生
活
保
護
費
問
題
」
、

「
美
唄
市
立
病
院
不
良
債

務
に
よ
る
合
理
化
闘
争
」
、

「
赤
平
市
合
理
化
闘
争
か

ら
政
治
闘
争
の
必
要
性
に 

小
平
忠
正 

衆
議
院
議
員 

つ
い
て
」
、
「
滝
川
高
等
技

術
専
門
学
院
統
廃
合
の
取

り
組
み
と
道
立
試
験
場
独

法
化
」
、
「
夕
張
市
再
建
計

画
要
請
行
動
と
現
状
」
な
ど

発
言
が
さ
れ
た
。 

 

和
田
委
員
長
か
ら
は
、
一

部
分
し
か
触
れ
ら
れ
な
い

報
道
が
世
論
の
行
政
バ
ッ

シ
ン
グ
を
助
長
し
て
い
る
。

医
療
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
防
ぐ
こ
と
や
社
会

保
障
の
維
持
、
そ
し
て
社
会

的
モ
ラ
ル
を
守
る
た
め
に

も
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
運

動
を
ど
う
展
開
で
き
る
か

が
自
治
労
の
課
題
。
夕
張
や

赤
平
の
現
状
か
ら
み
て
も

政
治
の
果
た
す
役
割
や
影

響
は
大
き
く
、
一
単
組
で
は

課
題
が
解
決
で
き
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
衆
議
院
解

散
総
選
挙
で
政
権
交
代
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
総
括
答

弁
し
、
空
知
地
本
一
丸
と
な

っ
て
向
こ
う
１
年
間
闘
っ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。 


